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中国語字幕の翻訳戦略 
―日本のドラマにおける（イン）ポライトネス表現を中心に― 
国際文化交流論専攻（言語コミュニケーション論講座） 
 袁青 
１．研究の目的 
翻訳は異文化間交流の重要な手段であるが、原文と等価であることを目指す翻訳にとって
最大の問題のひとつが、文化的相違をいかに訳文上に実現させるかということである。 
文化には様々な側面がある。本研究では特に、対人関係における配慮（ポライトネス）や
攻撃（インポライトネス）の表現を取り上げる。対人関係の表し方が文化によって異なると
き、対人関係への「等価な配慮・攻撃」はどのように実現されるのかは、翻訳にとって大き
な課題の一つだからである。 
この論文では、Brown & Levinson（1987）（以下、B&Lと略す）のポライトネス理論
と、Culpeper（1996, 2005）のインポライトネス理論に基づき、日本語原文と中国語字幕
翻訳に見られる（イン）ポライトネス表現にどのような異同が存在するか、存在するとすれ
ばそれはなぜかを考察する。また Vinay & Darbelnet（1958/1995）が唱え、藤濤（2005）
が展開した翻訳方法の観点からも（イン）ポライトネス表現の翻訳戦略を検討する。 
円滑な人間関係を維持することを目的として用いるポライトネスも、相手を攻撃するため
のインポライトネスも、できるだけ自然な会話場面での使用例を分析することが望ましい。
さらに翻訳論の立場から、日常会話に近い日本のドラマの台詞から（イン）ポライトネス表
現を集めて、翻訳における（イン）ポライトネス表現の研究を行うことにした。 
本論文では、日本語ドラマの台詞を原文（Source Text、ST）、対応する中国語の字幕を
訳文（Target Text、TT）として、日中両言語の（イン）ポライトネス表現形式を比較対照
することで以下の点を解明することを、研究課題とする。 
1) 日本語において、（イン）ポライトネスはどのように表現されるか 
2) 中国語字幕において、対応する（イン）ポライトネスはどのように表現されるか 
3) 日本語と中国語字幕翻訳における（イン）ポライトネス表現形式の相違は何か 
4) 日本語と中国語字幕翻訳における（イン）ポライトネス・ストラテジーに相違はある
か、もしあるとすれば、どのような相違か、そしてその原因は何か 
以上の問いに答えることが本論文の目的である。 
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２．理論的枠組み 
本研究の理論的枠組みは上記に記したとおり、B&Lのポライトネス理論、Culpeper（1996, 
2005）のインポライトネス理論、および翻訳理論として、藤濤（2005）の翻訳方法、Venuti
（1995/20082）の自国化翻訳と異国化翻訳理論である。 
２．１ B&Lのポライトネス理論 
ポライトネスとは、話し手の言葉が聞き手の気持ちを害しかねないときに、相手に配慮し
て攻撃性を和らげ、スムーズに意思を伝達できるようにするためのストラテジーを用いるこ
とである。例文（1）では、話し手は括弧内の行為を望んでいるが、相手の気持ちを傷つけ
る可能性に配慮し、依頼を間接的にすることで、円滑な人間関係を維持しようとしている。 
(1) It’s cold in here. (c.i. Shut the window) (B&L: 215) 
B&L のポライトネス理論の中心となるのは、フェイス（face）の概念である。フェイス
とは「すべての構成員が自分のために要求したいと願う公的な自己イメージ（the public self-
image that every member wants to claim for himself）」で、二つの側面を持つ。ひとつ
は「自分の領域・自由を侵害されたくない」というネガティブ・フェイス（negative face）
であり、もう一つは「他者に賞賛されたい、仲間に入れてほしい」というポジティブ・フェ
イス（positive face）である。円滑な人間関係を維持するためには、互いにフェイスを尊重
し合わなければならないが、日常生活において、フェイスを脅かす行為（Face Threatening 
Acts、以下 FTA）を行わざるを得ないことは多い。その場合、以下の五つのポライトネス・
ストラテジーが適用される。すなわち、補償行為をせず、あからさまに FTAを行うボール
ド・オン・レコード（bald on record、以下 BoR）、聞き手のポジティブ・フェイスに配慮
するポジティブ・ポライトネス・ストラテジ （ーpositive politeness strategy、以下 PPS）、
聞き手のネガティブ・フェイスに配慮するネガティブ・ポライトネス・ストラテジ （ーnegative 
politeness strategy、以下 NPS）、FTAを間接的に行うオフ・レコード（off record、以下
Off-R）、そしてそもそも FTAを行わずあきらめるストラテジーである。 
どのストラテジーを用いるのかは FTAの「重さ」（Weightiness）によって決まる。この
重さは話し手と聞き手間の社会的距離（Distance, D）、聞き手が話し手に及ぼす力（Power, 
P）、当該文化における FTAの負担度（Rank of imposition, Rx）によって算出される。 
Wx = D(S,H) + P(H,S) + Rx   (B&L: 76) 
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FTA の侵害度すなわち Wx が小さければ小さいほどフェイスに配慮する必要が無く、逆
に値が大きければ相応の配慮が必要となる。すなわち、Wxの値が非常に低く、緩和の必要
がないと思えば、BoRでよいが、多少とも配慮が必要なら PPS、さらにWxの値が上がれ
ば NPS、さらに値が高くなれば Off-Rが選択される。FTAが大きすぎて緩和できないと判
断されれば、FTAを行わないことになる。 
なお、同じ行為であっても、D/P/R の重要性が文化や社会によって大きく異なるため、
Wxの値も文化や社会によって変化する。 
２．２ Culpeper（1996, 2005）のインポライトネス理論  
B&L はフェイス侵害を緩和するためのストラテジーを論じているが、それとは逆にフェ
イスを攻撃するインポライトネスを考察したのが Culpeper（1996, 2005）、Culpeper et 
al.（2003）で、B&Lのポライトネス理論にもとづき、インポライトネスが発生する場合を
以下のように説明する。 
Impoliteness comes about when: (1) the speaker communicates face 
attack intentionally, or (2) the hearer perceives and/or constructs 
behavior as intentionally face-attacking, or a combination of (1) and (2). 
(Culpeper 2005: 38) 
Culpeper（1996）は、あえて FTAを行うための、補償行為をせず、意図的に FTAを行
う Bald on impoliteness（BoRI）、聞き手のポジティブ・フェイスを脅かす Positive 
impoliteness（PIP）、聞き手のネガティブ・フェイスを侵害する Negative impoliteness（以
下 NIP）、皮肉・慇懃無礼 Sarcasm or mock politeness（SMP）、ポライトネス表現が期待
されている場合で表さないWithhold politenessという五つのインポライトネス・ストラテ
ジーを提案している。 
２．３ 自国化翻訳と異国化翻訳 
「読者が原作に近づくべきか、原作を読者に近づけさせるべきか」あるいは、「わかりに
くくても原文に忠実な翻訳か、原文から離れても読みやすく美しい翻訳か」というのは、翻
訳における古くて新しい問題である。この二つの考え方はさまざまに呼ばれているが、本論
文では Venuti（1995/20082）に従い、「異国化（foreignization）」翻訳と「自国化
（domestication）」翻訳と呼ぶ。 
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Venutiはまず、「流暢な」英語に訳出し、慣用的で「読みやすい」目標テキストを産出す
ることによって生じる「透明性という幻想」があることを指摘する。翻訳者の存在は「透明」
になり、ST の異国要素が TT に残らない。これが自国化翻訳である。自国化翻訳の場合で
は、読者は TTが翻訳テキストであることがはっきり認識できない。それに対して、異国化
翻訳は翻訳者の存在が際立って見える。ST の異国要素が TT に残るため、不自然で滑らか
でない翻訳方法であり、TTが翻訳テキストであることが目標文化の読者に簡単に見分けら
れるからである。 
３．研究方法 
本研究では、最近の日本のドラマにつけられたファンサブを分析対象とする。 
分析対象とするドラマは、『ナオミとカナコ』1、『お義父さんと呼ばせて』2、『戦う！書店
ガール』3、『結婚しない』4および『家族ノカタチ』5とし、FTA場面に現れる（イン）ポラ
イトネス表現を持つ用例 912例（ポライトネス表現が800例、インポライトネス表現が112
例）を収集した。 
上記のドラマを選んだのは、第一に日常的な会話であること、第二に様々な人間関係が見
られると同時に、力関係が明らかであること、第三に登場人物がぶつかり合うプロットが豊
富だからである。 
これらに対応するウェブ上の非公式の中国語字幕（いわゆるファンサブ fansub）の訳文
と比較することによって、（イン）ポライトネス表現の翻訳特徴を考察する。ファンサブと
は fan-subtitledの略で、メディアを通じて積極的に討論を参加したり、イベントに参加し
たりする熱狂的なファンが自発的に制作する字幕付きの作品、あるいはその字幕を指す
（Jenkins 1992、González 2007）。字幕の（イン）ポライトネス表現は、ファンサブの
レベルによっても影響を受ける。本稿では、人々からの評価が高い「人人字幕」というファ
ンサブから、データを収集して考察する。 
                                                       
1 DVD版『ナオミとカナコ』（フジテレビジョン、2016、収録時間は会計 558分） 
2 DVD版『お義父さんと呼ばせて』（関西テレビ放送、2016、収録時間は会計 423分） 
3 DVD版『戦う！書店ガール』（関西テレビ放送、2015、収録時間は会計 415分） 
4 DVD版『結婚しない』（フジテレビジョン、2013、収録時間は会計 516分） 
5 DVD版『家族ノカタチ』（TBS、2016、収録時間は会計 492分） 
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４．結論 
４．１ 字幕翻訳におけるポライトネス表現 
第 5章では、B&Lのポライトネス理論に基づき、日本語の台詞に見られるポライトネス
表現を Off-R、NPS、PPS、BoRの四つのポライトネス・ストラテジーに分類し、それぞれ
が中国語字幕にどのように表されているかを考察した。 
1）Off-Rストラテジー 
Off-R表現として、言いさし表現を検討した。ここでは特に、逆接の接続助詞で終わる言
いさし文、原因・理由を表す順接の接続助詞で終わる言いさし文および述語が省略された
言いさし文という三種類に分けた。結果として、「述語省略」の場合を除き、主節を補って
中国語に訳すことは稀である。したがって、Off-R のストラテジーは Off-R のまま訳され
ていることになる。ただし、例（1）のように、接続助詞はほとんど訳出されないため、形
の上では BoRの陳述文となってしまい、原文よりもポライトネスの度合いが低くなってし
まうという特徴があった。 
（1）は、同僚の決定に不満を漏らす場面である。原文では、話し手が聞き手のポジティ
ブ・フェイスに配慮し、「どうして引き留めたのか」という詰問は控えることで、FTAの度
合いを弱めている。字幕では「のに」を訳出していないが、不満の含意が無くなったわけで
はない。聞き手は「本人の希望通り、辞職してもらえばよかった」という発話から容易にそ
の含意を推量することができる。しかも、この発話には聞き手に対して配慮したというマー
ク（「のに」）がないため、FTAが緩和されない BoRの陳述となっている。 
(1) 同僚が葉菜子の部下のことについて葉菜子をなじる （Ps=Ph, D中） 
原文：「だから 本人の希望通り やめてもらえばよかったのに」 
訳文：“所以说按她本人的意愿离职算了。” 
（だから本人の希望通り辞職してもらえばよかったのです。） 
（『家族ノカタチ』第 2話 24:43） 
2）NPSストラテジー 
NPS表現として、本稿ではヘッジ、敬意を示す表現、慣習的な間接表現並びに謝罪表現
を分析した。 
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まずヘッジであるが、原文で最も多かったヘッジは「ちょっと」「と思う」であった。そ
のうち、中国語字幕に対応表現を持つのはコーパス全体の 6割強しかない。なお、日本語の
ヘッジを中国語に翻訳する際、語気助詞（“吧”“呢”など）や動作を軽く行うことを示す
程度副詞（“一下”“一会儿”“谈一谈”など）を使用して、FTAを緩和することが多かっ
た。 
ヘッジの「と思う」「ちょっと」は訳には現れないことが多いが、FTAが相手のネガティ
ブ・フェイスとポジティブ・フェイスの両方に対するものである場合や、FTAが非常に大き
い場合には訳出されることが少なくない。逆に言えば、そうでないときには訳出されないこ
とが多いのである。ヘッジの出現回数が日本語よりも少ないということは、中国語は日本語
よりもポライトネス・ストラテジーの使用が控えられていることを示している。 
ヘッジ訳出の有無と FTAはどのような関係があるかについても調べた。聞き手が話し手
に及ぼす力 Pが大きい場合、つまり聞き手の方が上位の場合では、原文のヘッジが訳文でも
ヘッジとなることが多いが、聞き手の Pが下がるほど、ヘッジは訳に現れず、BoRの比率
が増える。その一方で、話し手と聞き手間の社会距離 D では、ヘッジが BoR で訳される
NPSになるかは分からない。言い換えればヘッジが訳されるかどうかは、Dよりも Pによっ
て決まるということが言える。なお、原文のヘッジが BoRに訳されることがあるというこ
とは、FTA緩和の必要性が低い、つまり、中国語は日本語よりも FTAの重さの値Wxが低
めに計算されることを示唆している。 
次に、敬意表現については、尊敬語、謙譲語、恩恵表現と「させて」形に分類して検討し
た。その結果、中国語の字幕における敬意表現は全体に訳出されない傾向が強いことが分かっ
た。具体的には、中国語字幕では、日本語の尊敬語と謙譲語を訳出することは少ないが、動
作を軽く行うことを示す表現（“尝一尝”“见个面”など）や尊敬呼称の“您”を使用して、
聞き手を高めることが多い。 
日本語の「ください」「いただく」などの恩恵表現は、しばしば中国語の尊敬を表す語彙
“请”で訳出されるが、恩恵表現を訳出せず、量のヘッジ、語気助詞や相手の自由を侵害し
てしまうことを認める表現を利用して FTAを緩和することも少なくない。すべての場合で
恩恵表現が出現する日本語と比べ、中国語では一般的にポライトネス・ストラテジーが少な
いことになる。 
「させて」形も中国語の字幕には現れないことが多いが、中国語の許可を表す表現や語気
助詞を加えて、FTAの度合いを和らげることもある。 
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敬意表現訳出の有無と FTAとの関係については、相手が親しくない場合や上位の場合に
は訳出されやすいことから、Wxの値が大きければ大きいほど、敬意を表す訳になりやすい
ことがわかった。しかしながら、すべての場合で恩恵表現が出現する日本語と比べ、中国語
では一般的にポライトネス・ストラテジーを使わないため、Wxの値を低く見積もりがちで
あると言える。 
間接表現については、「じゃないか」「くれないか」「もらえないか」などの否定間接表現
と、「くれますか」「もらえますか」などの肯定間接表現に分類して考察を進めた。否定間接
表現は肯定疑問文形式で訳出され、FTAの度合いが強くなる用例が多く、肯定表現は中国語
の慣習的な表現（“能・可以”「できる」など）、あるいは価値判断のモダリティ表現（“行吗”
“好吗”「いい」など）に訳出されることが多かった。 
間接表現訳出の有無と FTAの関係については、肯定間接表現と否定間接表現「もらえな
いか」を除き、FTAが大きくなるにつれて、否定間接発話表現が中国語字幕においても間接
発話行為で訳出されやすいことを明らかにした。 
謝罪表現については、「失礼ですが」「悪いけど」などのフェイス侵害の事実を認める表現
と、「すみません」「申し訳ございません」などの許しを請う表現という二つに分けて分析し
たところ、原文における謝罪表現はほとんど中国語字幕で復元されていた。 
これらの結果から、日本語台詞に見られる NPS表現の中国語字幕における翻訳表現は以
下のようにまとめられる。 
原文に現れる NPS 表現は中国語字幕においても NPS 表現で翻訳されることが最も多い
（75.44％）。日本語の NPS言語形式が中国語に翻訳される際に、FTAを緩和するため、語
気助詞（例えば、“吧”“嘛”など）、自由侵害を認める表現（“麻烦”など）、また動作を軽
く行うことを示す表現（“一下”“看看”“谈一谈”など）がよく用いられる。 
日本語の NPS 表現が NPS のまま中国語に翻訳された用例が全体の 7 割強を占める一方
で、例（2）のように原文よりポライトネスの度合いが低くなるストラテジー、特に BoRで
訳出されることも多かった。つまり、同じ FTAに対して、中国語の方は FTAの度合いを低
く見積もる傾向があると考えられる。 
（2）では、暴力をやめさせようと「ください」で依頼している。これは聞き手のネガティ
ブ・フェイスに配慮する機能を果たす。それに対して、訳文は対応する表現がなくなり、BoR
の禁止表現になっている。 
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(2) 加奈子は達郎に依頼する （Ps<Ph, D小） 
原文： A「達郎さん このままじゃ 子供を作るなら」 
B「このままじゃ 何だよ」 
A「もう 暴力はやめてください。」 
訳文： “不要再对我施暴了。” 
（もう暴力を振るってはいけない。） 
（『ナオミとカナコ』第 2話 36:46） 
3）PPSストラテジー 
日本語原文には PPS表現は少なく、62例にすぎなかった。本稿では主に「共通基盤を主
張する」および「話し手と聞き手は協力者であることを示す」という二つのストラテジーを
中心に考察した。 
共通基盤を主張する PPSを、さらに「（聞き手への興味、賛意、共感を）誇張する」表現、
「聞き手の意欲を理解して気に掛ける」ことを表す終助詞の「ね」「よね」、また不一致を避
ける表現の三つに分けて検討した。まず、「（聞き手への興味、賛意、共感を）誇張する」日
本語表現は、中国語の字幕でも、一般にそのままに訳出されていた。次に、話し手と聞き手
の認識の融合を図る終助詞「ね」「よね」は、使われる頻度は高いが、字幕では省略される
ことが多い。字幕では、FTAを弱める機能を持つ中国語助詞（“吧”など）になることもあ
るが、FTAを強める助詞（“啊”など）が加えられる場合もある。また、聞き手のポジティ
ブ・フェイスに配慮するヘッジが、中国語の字幕ではさまざまに翻訳されていた。 
協力者であることを示す PPSとして、本稿では相手を行為に巻き込む表現「ましょう」
を対象として検討した。その結果、「ましょう」は中国語の包括表現（“我们（私たち）”“大
家（みんな）”“一起（一緒に）”など）に訳出される場合が多いものの、訳出されず、補償
行為なしにあからさまに FTAを行うこともあった。 
日本語の台詞に見られる PPSのうち、コーパス全体の 5割強しかが訳出されていなかっ
た。FTAを弱める語気助詞が使われることもあるが、逆に FTAを強める語気助詞が現れる
ことも少なくなかった。つまり、原文 PPS表現の半分が字幕でもそのまま PPS表現である
が、全体の四割弱程度で、例（3）のように、原文より丁寧さが低くなってしまう BoRスト
ラテジーで訳出されていた。このことから、中国語では日本語よりもWxの値を低めに見積
もることが多いことが示唆される。 
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（3）の場面では、対応を決めるのは話し手である副店長の理子であるが、自分を相手の
行動に含める表現「ましょう」によって店全体の協力関係を示唆している。訳文では、補償
行為は見当たらず、あからさまに意志を伝える BoRになっている。 
(3) 理子が提案する （Ps>Ph, D中） 
原文：「ちょっと待って。文芸は午前中で様子を見て 午後から対応を考えましょう
。」 
訳文：“等等，中午前看看文艺的形势，下午再做决定。” 
（ちょっと待って、文芸は午前中で様子を見て、午後で決めます。） 
（『戦う！書店ガール』第 4話 08:22） 
4）BoRストラテジー 
日本語原文で BoRが頻繁に見られる場面は、命令、断りや反駁などである。例（4）の
ように、中国語字幕では同じ BoRによる訳出が全体の 82%を占める。ただし、FTAの侵
害度合いを和らげる機能を持つ語気助詞（“吧”など）、自由侵害を認める表現（“麻烦”な
ど）などの使用により、丁寧さが原文より高い表現に訳出される例も存在した。 
（4）は、「なさい」が二回使用され、聞き手のネガティブ・フェイスを考慮せず、あから
さまに命令しており、BoRである。訳文でも、話し手は補償行為を行わず自分の要求をはっ
きり伝達していることから、原文と同じように BoRである。 
(4) 花澤が娘の美蘭に命令する （Ps>Ph, D小） 
原文：「待ちなさい。もう少し聞きことがある。座りなさい。」 
訳文：“站住，我还有点事想问。坐下。” 
（待ちなさい。私はもう少し聞きことがある。座りなさい。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 1話 38:30） 
以上の分析結果を基に、日本語台詞におけるポライトネス表現及び対応する中国語字幕
では表される特徴が以下のようにまとめられる。  
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訳文 
原文 
Off-R（括弧内は原
文より語気が強い） 
NPS PPS BoR 合計 
Off-R 110(103) 6 0 52 168 
NPS 0 388 9 121 518 
PPS 0 6 33 23 62 
BoR 0 8 0 44 52 
合計 110(103) 408 42 240 800 
表 1 中国語字幕におけるポライトネス・ストラテジーの翻訳特徴 
日本語原文と同じポライトネス・ストラテジー表現で中国語字幕に翻訳されたのは575例
（71.88%）であった。そのうち、Off-R、NPSおよび PPSは中国語の字幕にはあまり現れ
ないが、BoR表現は比較的よく訳出される。また、原文よりポライトネスの度合いが低いス
トラテジーを使用することも多い（211例、26.38%）。このことから、同じ FTAであって
も、中国語は日本語よりも FTAの度合いWxを低めに計算することが示唆される。 
４．２ 字幕翻訳におけるインポライトネス表現 
第 6 章では、Culpeper（1996, 2005）に基づき、日本語原文のインポライトネス表現
112例を、中国語字幕のインポライトネス表現と比較した。 
日本語原文の皮肉・慇懃無礼表現は、例（5）のように、中国語字幕では一般的にそのま
ま訳出される。さらに、FTA の度合いを強める機能を持つ中国語（語気助詞や程度副詞な
ど）を使用して、皮肉の度合いを強くすることも少なくない。 
（5）では、話し手（B）が聞き手（A）に対して、皮肉を言う場面である。訳文では、程
度副詞“都”（ばかり）と“可惜”（残念だ）を重ねて、原文より皮肉の度合いが強い。 
(5) 花澤は大道寺が働く会社を馬鹿にする （Ps(B)>Ph(A), D中） 
原文： A「俺らの時代はさ 入ろうと思ったら どこでも入れたからさ。」 
B「三流企業ならね。」 
訳文：“可惜都是三流企业。” 
（残念ながら三流企業ばかりね。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 7話 03:57） 
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NIP表現には、聞き手に負債があることを明示的に示す表現や、プライバシーを侵害する
表現という二つの側面から考察した。中国語字幕では、例（6）のように NIP表現はほとん
どそのまま訳出されるだけでなく、程度副詞や語気助詞を用いて、NIPの度合いを強める場
合もある。 
（6）は、原文も訳文も、相手が毛布とベッドを勝手に使うせいで眠れないと、はっきり
文句を言っているのは共通している。 
(6) 孫が祖父に文句を言う （Ps<Ph, D小） 
原文： 「俺のベッドも毛布も勝手に取るし  もう 勘弁してよ。全然眠れないよ」 
訳文： “自说自话就用我的床和毯子，饶了我吧 根本没法睡。” 
（俺のベッドも毛布も自分勝手に使って、勘弁してよ、全然眠れない。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 2話 02:55） 
PIPには、軽蔑表現と蔑称の使い、締め出し、不適当なアイデンティティ・マーカーの使
用、タブーの言葉や無関心や無関係を示す表現という六つのストラテジーがあり、日本語原
文のインポライトネス表現で最も多く、全体の 5 割強を占める。原文の PIP のうち、四分
の三が中国語の字幕にそのまま訳出されるが、例（7）のように、軽蔑表現が追加されたり、
程度副詞（“真是”など）を使用したりするなどにより、FTAの度合いが強くなることがあ
る。その一方で、日本語の「お前」に対応するぞんざいな呼称が中国語になく、“你”で訳
出されると、FTA の度合いが原文より弱くなってしまう。しかしそれを除けば、FTA は強
くなることが多い。 
（7）は、話し手が聞き手からの申し出を「大きなお世話だ」と断る場面である。相手の
好意を断る行為はポジティブ・フェイスに対する FTAとなる。訳文では「大きなお世話だ」
を訳出したうえで、程度副詞“真是（本当に）”を加え、さらに不満の気持ちを強く表して
いる。 
(7) 花澤が大道寺の申し出を拒否する （Ps>Ph, D中） 
原文： 「大きなお世話だね。君に夫婦の何がわかる。」 
訳文： “真是多管闲事。夫妻俩的事你懂什么。” 
（本当に余計なお世話だ。夫婦のことについて何がわかる。） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 9話 11:39） 
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BoRI 表現も中国語の字幕ではそのまま訳出されるだけでなく、程度副詞（“真是”“好”
など）、語気助詞（“啊”）および誇張表現により、FTA の度合いが強められることも多い。 
（8）の原文では「やかましい」を連続して使用して強い怒りを表しているのに対し、訳
文では三つの異なる罵倒表現で同じく強い怒りを表現している。 
(8) 花澤が大道寺に罵る （Ps>Ph, D中） 
原文： 「やかましい  やかましい  やかましい。」 
訳文：“无耻，卑鄙，可恶。” 
（下劣、恥知らず、憎らしい） 
（『お義父さんと呼ばせて』第 8話 22:32） 
日本語原文と中国語字幕のインポライトネス表現の特徴は以下のようにまとめられる。 
類型 FTAが同じ訳出 FTAが強い訳出 FTAが弱い訳出 合計（割合） 
SMP 7 6 1 14 (12.50%) 
NIP 10 2 0 12 (10.71%) 
PIP 49 10 6 65 (58.04%) 
BoRI 16 5 0 21 (18.75%) 
合計 82 (73.2%) 23 (20.5%) 7 (6.3％) 112 (100.0%) 
表 2中国語字幕にインポライトネスの翻訳特徴 
軽蔑的な呼称を除き、インポライトネス表現が中国語に訳出されないことは稀である。全
体の 7割程度のインポライトネス表現が、中国語の字幕で、そのまま翻訳または復元されて
いる。ただし、同じインポライトネス表現とはいっても、字幕では、程度副詞や誇張表現や
語気助詞の使用によって、原文より失礼の度合いが強められる場合が多いと言える（20.5％）。 
日本語現原文のポライトネス表現が中国語字幕では、丁寧さが低いポライトネス表現に訳
出されるのと対照的に、インポライトネス・ストラテジーでは、ストラテジーのタイプはほ
とんど変わらなくても、FTAが強められがちである。このことは、字幕制作者が原文と同じ
表現では FTAが弱いと感じたからであろう。つまり、ポライトネスと同じくインポライト
ネスでも、中国語ではWxの値が低く計算されがちであることが示唆されるのである。 
13 
 
４．３ （イン）ポライトネス・ストラテジー選択の相違とその原因 
第 7章では、B&Lのポライトネス理論に基づき、日本語原文と中国語字幕におけるポラ
イトネス表現の違いが生じる要因を、日本と中国社会間のエートスの違いに求めた。さらに、
Venuti（2008）の「自国化（domestication）」翻訳と「異国化（foreignization）」翻訳理
論と、藤濤（2004）の翻訳方法に基づき、中国語字幕における（イン）ポライトネス表現
の翻訳戦略を検討した。 
1）日本社会と中国社会におけるポライトネス表現の相違の文化的原因 
日本社会と中国社会では、P、D、Rxの重要性に違いがある。 
まず、日本社会は高 P/D社会である。そのため、B&Lのモデルから予想される通り、日
本社会では NPSや Off-Rが多く見られる。それに対して中国社会は、D値と P値が日本社
会より低い傾向にあることから、中国字幕では、日本語原文よりも BoRもしくは PPSが用
いられる場合が多い。以上から、B&Lのモデルの正しさが裏付けられる。 
また、ネガティブ・フェイスを重視する日本社会では、自分のパーソナル・スペースも他
者のパーソナル・スペースも大切にされるのに対し、ポジティブ・フェイスを重視する中国
社会は、逆に互いのパーソナル・スペースを共有することが PPSとなる。例えば、プライ
ベートな質問は、日本社会では負担度 Rx の高い FTA となりうるが、中国社会では必ずし
もそうではないのである。 
FTA の重さは P、D、Rx 値の合計である Wxの数値によって決まるから、Wxの全般的
レベルは中国社会より日本社会のほうが大きい。Wxが大きくなる日本社会では、より丁寧
なポライトス・ストラテジー（Off-Rや NPS）が用いられ、Wxが相対的に小さい中国社会
では、あからさまに FTA を行う BoR や PPS を使用する傾向が見られる。Wxの値に応じ
て、用いられるポライトネス・ストラテジーも異なるのである。 
日本語の台詞に現れるポライトネス表現が中国語に翻訳される際に、原文より丁寧さを落
とす場合がしばしば見られるが、これは同じ行為であっても、日本語原文でのWxが中国語
訳文におけるWxよりも高いためである。Wxが下がるために、字幕ではポライトネスの低
いストラテジーが用いられる。 
逆に、インポライトネス表現の側面からみると、同じフェイス侵害行為であっても、日本
語原文に現れるインポライトネス表現が、中国語に翻訳する際に、原文より FTAの度合い
を強くなることがある。これもWxの値の違いによって説明がつく。 
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2）日本語と中国語字幕における（イン）ポライトネス表現の翻訳戦略 
中国語字幕におけるポライトネス表現は、自国化されることが多く（538例）、全体の 67％
を占める。特に、省略が最も頻繁に使用される（36.36％）。ただし、異国化に属する逐語訳
翻訳も少なくない（33％）。 
自国化の際には、日本語原文のポライトネス表現は、例（9）のように、常に丁寧さが低
いポライトネス表現になる。また、翻訳方法の使用頻度とポライトネス・ストラテジーにも
相関関係があった。例えば BoR 表現の翻訳には、省略翻訳方法が見られないが、Off-R表
現が中国語に翻訳される際には、省略が最も頻繫に使用される（147例）。 
（9）は依頼の場面である。原文では、話し手が聞き手のネガティブ・フェイスに配慮し
て、ヘッジ「ちょっと」によって FTAを緩和している。ところが訳文では、ヘッジが省略
翻訳方法で削除されるため、依頼の度合いが強くなってしまう。 
(9) 亜紀が理子に依頼する （Ps<Ph, D中） 
原文：「お昼休み 時間ある？ちょっと話したいの。」（NPS） 
訳文：“你午休有时间吗？我想跟你说清楚。”（BoR） 
（お昼休み時間ある？ 私があなたにちゃんと話したいの。） 
（『戦う！書店ガール』第 3話 08:23） 
インポライトネス表現については、異国化である逐語訳で訳出されることが非常に多く（69
例）、全部の半分強を占めるが、自国化に属するパラフレーズで翻訳する場合も珍しくない
（27.35％）。 
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 論文審査の結果の要旨（1,000 字内外）  
 
本 論 ⽂ は 、 対 ⼈ 関 係 に お け る 配 慮 （ ポ ラ イ ト ネ ス ） や 攻 撃 （ イ ン ポ ラ イ ト ネ ス ） の 表
現 が 、 字 幕 に ど う 翻 訳 さ れ て い る か 、 な ぜ そ の よ う に 翻 訳 さ れ る の か を 探 る こ と を ⽬ 的
と す る 。 対 ⼈ 関 係 へ の 「 等 価 な 配 慮 ・ 攻 撃 」 が ど の よ う に 実 現 さ れ る の か は 、 翻 訳 お よ
び 翻 訳 論 に と っ て ⼤ き な 課 題 の ⼀ つ で あ る だ け で な く 、 ポ ラ イ ト ネ ス 研 究 や ポ ラ イ ト ネ
ス 教 育 に も ⼤ き く 役 ⽴ つ た め で あ る 。 特 に ⽇ 本 の テ レ ビ ド ラ マ の 台 詞 が ど の よ う な 中 国
語字幕になっているかに注⽬した点に本研究の特徴がある。 
第 １ 章 か ら 第 ４ 章 で 、 研 究 の 背 景 と ⽬ 的 、 研 究 課 題 、 理 論 的 枠 組 み に つ い て 概 観 し た
後 、 第 ５ 章 と 第 ６ 章 で は ポ ラ イ ト ネ ス と イ ン ポ ラ イ ト ネ ス を 豊 富 な ⽤ 例 を も と に 詳 細 に
分 析 し て い る 。 最 後 に 第 ７ 章 で は 、 ⽇ 本 と 中 国 の ポ ラ イ ト ネ ス と イ ン ポ ラ イ ト ネ ス の 違
い と そ の 理 由 を ⽂ 化 の ⾯ か ら 考 察 し 、 さ ら に 翻 訳 理 論 の 観 点 か ら 中 国 語 字 幕 の ス ト ラ テ
ジーを分析している。 
審 査 会 で は 、 ポ ラ イ ト ネ ス 理 論 の 的 確 な 理 解 を ベ ー ス に 、 字 幕 翻 訳 に お け る 情 報 伝 達
を 新 し い 視 点 か ら 分 析 し 、 新 た な 知 ⾒ を 得 た 点 が ⾼ く 評 価 さ れ た 。 特 に イ ン ポ ラ イ ト ネ
ス 研 究 は 今 世 紀 に ⼊ っ て か ら よ う や く 本 格 的 に 始 ま っ た ば か り で あ り 、 こ れ だ け ⼤ 量 で
具 体 的 な パ ラ レ ル テ ク ス ト に 基 づ く デ ー タ を 収 集 し 分 析 し た こ と は 、 こ の 分 野 に お け る
⾮ 常 に 重 要 な 貢 献 で あ る と ⾔ わ な け れ ば な ら な い 。 ま た 、 等 価 な 翻 訳 が 求 め ら れ る は ず
の 字 幕 に お い て 、 し ば し ば 原 ⽂ よ り も ⼀ 段 階 丁 寧 さ に 劣 る 表 現 が ⽤ い ら れ た り 、 原 ⽂ よ
り も 激 し い イ ン ポ ラ イ ト ネ ス ・ ス ト ラ テ ジ ー が ⽤ い ら れ た り す る こ と を 発 ⾒ し 、 こ れ を
ポライトネスと翻訳の両⾯から説得⼒のある説明をしている点も評価された。 
翻 訳 研 究 と し て は 、（ イ ン ） ポ ラ イ ト ネ ス が 対 ⼈ 関 係 を 表 す も の で あ る た め 、 単 純 に
同 じ よ う な 丁 寧 さ の レ ベ ル で 訳 し て し ま う と 、 視 聴 者 に 誤 解 を 招 く 恐 れ が ⽣ じ る 。 こ の
ことを踏まえた⾃国化翻訳と異国化翻訳のバランスを、豊富な⽤例で⽰している。 
そ の ⼀ ⽅ で 、 具 体 的 な （ イ ン ） ポ ラ イ ト ネ ス の ⽐ 較 で は 、 と も す れ ば 事 実 の 報 告 に と
ど ま り 、 深 い 議 論 が 不 ⾜ し て い る 箇 所 が 散 ⾒ さ れ た 。 デ ー タ が 興 味 深 い だ け に 、 も っ と
掘 り 下 げ る こ と が で き な か っ た の は 惜 し ま れ る が 、 こ の 点 は 今 後 の 研 究 の 発 展 に 期 待 す
べきであると判断された。 
以 上 、 本 論 ⽂ は 執 筆 者 が ⾃ ⽴ し て 研 究 活 動 を ⾏ う に 必 要 な ⾼ 度 の 研 究 能 ⼒ と 学 識 を 有
す る こ と を ⽰ し て い る 。 よ っ て 、 本 論 ⽂ は 、 博 ⼠ （ 国 際 ⽂ 化 ） の 学 位 論 ⽂ と し て 合 格 と
認める。 
